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Daily experience of driving improved visual search performance and modified gaze patterns on while searching 
hazardous situations in the static scenery images while driving a vehicle (spatial visual search task). The purpose of 
this study was to examine whether similar improvements in performance of visual search and modifications of gaze 
patterns can be observed when using driving scenery movies from the driver’s seat (spatio-temporal visual search 
task). Both participants having a few years of experience and having no experience in driving were instructed to find 
hazardous situations in the movies. We measured their gaze patterns by using an eye tracking device while they 
observed the movies. We found both performance and gaze patterns did not differ significantly between experienced 
and inexperienced participants. These results indicate that an advantage of a few years of experience in driving 












































　20 歳から 25 歳の女性 19 名（M=21.84 歳，SD=1.34 歳）が実験に参加した。内 10 名は日常





























































標において繰り返し t 検定を行う多重比較になることから，Bonfferoni 法による補正を行った。
つまり，初回停留までの時間を除くサッカード振幅，一回の滞在時間，一回の停留時間について






=1.86, p=.07, d=.90）。なお Cohen（1988）は，グループごとの平均値の差を標準化した効果量
dの大きさの目安を小（0.20），中（0.50），大（0.80）としている。
　ハザードに対する初回停留までの時間（図 1b）における t 検定の結果，日常運転経験群より
も未経験群のほうが初回停留までの時間が有意に短かった（t（17）=3.05,p=.007,d=1.48）。日常




d=.38），出現後：（t（17）=.73,p=.47,d=.35））。一回の滞在時間（図 1d）における t 検定の結果，
ハザード出現前は両群間に有意な差はみられなかったが（t（17）=1.07, p=29, d=.52），出現後
は日常運転経験群の方が未経験群よりも有意に一回の滞在時間が短かった（t（17）=3.16,p=.005,
d=1.53）。一回の停留時間（図 1e）における t 検定の結果，ハザード出現前，出現後ともに両群
間に有意な差はみられなかった（出現前：（t（17）=.81, p=.42, d=.39），出現後：（t（17）=1.12,




a~f はそれぞれ，a: 反応時間（縦軸は秒，横軸は経験群 / 未経験群），b: ハザードへの初回停留までの時
間（縦軸は秒，横軸は経験群 / 未経験群），c: サッカード振幅（縦軸は度，横軸はハザード出現前 800ms/
出現後 800ms），d: 一回の滞在時間（縦軸は秒，横軸はハザード出現前 800ms/ 出現後 800ms），e: 一回の
停留時間（縦軸は秒，横軸はハザード出現前 800ms/ 出現後 800ms），f: 停留回数（縦軸は回，横軸はハザー





　ハザードに対する初回停留までの時間（図 2b）における t 検定の結果，両群間に有意な差は
みられなかった（t（17）=.97, p=.34, d=.47）。日常運転経験の有無におけるサッカード振幅の平




一回の滞在時間（図 2d）における t 検定の結果，ハザード出現前，出現後ともに両群間に有意
な差はみられなかった（出現前：（t（17）=1.07, p=.29, d=.52），出現後：（t（17）=.38, p=.70,
d=.18））。一回の停留時間（図 2e）における t 検定の結果，ハザード出現前，出現後ともに両群
間に有意な差はみられなかった（出現前：（t（17）=2.24, p=.03, d=1.08），出現後：（t（17）=.08,




a~f はそれぞれ，a: 反応時間（縦軸は秒，横軸は経験群 / 未経験群），b: ハザードへの初回停留までの時
間（縦軸は秒，横軸は経験群 / 未経験群），c: サッカード振幅（縦軸は度，横軸はハザード出現前 800ms/
出現後 800ms），d: 一回の滞在時間（縦軸は秒，横軸はハザード出現前 800ms/ 出現後 800ms），e: 一回の
停留時間（縦軸は秒，横軸はハザード出現前 800ms/ 出現後 800ms），f: 停留回数（縦軸は回，横軸はハザー



















a~f はそれぞれ，a: 反応時間（縦軸は秒，横軸は経験群 / 未経験群），b: ハザードへの初回停留までの時
間（縦軸は秒，横軸は経験群 / 未経験群），c: サッカード振幅（縦軸は度，横軸はハザード出現前 800ms/
出現後 800ms），d: 一回の滞在時間（縦軸は秒，横軸はハザード出現前 800ms/ 出現後 800ms），e: 一回の
停留時間（縦軸は秒，横軸はハザード出現前 800ms/ 出現後 800ms），f: 停留回数（縦軸は回，横軸はハザー





　ハザードに対する初回停留までの時間（図 4b）における t 検定の結果，両群間に有意な差は
みられなかった（t（17）=1.18,p=.24,d=.48）。日常運転経験の有無におけるサッカード振幅の平




の滞在時間（図 4d）における t 検定の結果，ハザード出現前は日常運転経験群の方が未経験群
よりも有意に一回の滞在時間が短かったが（t（17）=4.53, p=.0003, d=2.71），出現後は両群間に
有意な差はみられなかった（t（17）=1.05,p=.30,d=.55）。一回の停留時間（図 4e）における t 検
定の結果，ハザード出現前は日常運転経験群の方が未経験群よりも有意に一回の停留時間が短
かったが（t（17）=4.53,p=.0003,d=2.20），出現後は両群間に有意な差はみられなかった（t（17）




a~f はそれぞれ，a: 反応時間（縦軸は秒，横軸は経験群 / 未経験群），b: ハザードへの初回停留までの時
間（縦軸は秒，横軸は経験群 / 未経験群），c: サッカード振幅（縦軸は度，横軸はハザード出現前 800ms/
出現後 800ms），d: 一回の滞在時間（縦軸は秒，横軸はハザード出現前 800ms/ 出現後 800ms），e: 一回の
停留時間（縦軸は秒，横軸はハザード出現前 800ms/ 出現後 800ms），f: 停留回数（縦軸は回，横軸はハザー
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